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汚濁海水がマコンブの卵発生ならびに

生長に及ぼす影響

中原紘之*

H. NAKAHARA: The E妊ectof polluted sea water on the 
development and growth of Laminaria japonica. 

海水がどのような物質により，どの程度汚濁され，どの範囲にまで広がっているかを

明らかにするため，物理・化学的調査ならびに壊息する各極生物の分布などの調査による

研究が広くおこなわれている。また海水の汚濁の影響を実際にそこに生活している生物を

用い，いわゆる生物試験によって調べることはきわめて重要である。これらの試みは，海

産動物ではかなりおこなわれているがり海藻について実験的に調べた例はあまり見当ら

ない。

一本実験は主音袋室で培養を統けている7 コンプの配偶体，ならびにそれから生じた若い

胞子体全用L、，前者については成熟と卵細胞の発芽に対しての，後者についてはその生長

に対する室蘭港の海水の影響を調べた。

なお室蘭港の海水の水質については 1958-1962年幻ならびに1968年3-5)の調査結果

が報告されている。

本文に入る前にし、つもご指道 Fさっている北海道大学理学部附属海藻研究施設の中村

議輝教授ならびに館脇正和助教授に，また海水の水質について有益な助言をいただいた室

蘭工業大学石丸幸造博士に対して感謝します。

材料ならびに方法

実験に用いた配偶体は室蘭市チャラッナイ浜で1966年11月2日に採集したマコンブ

から得られたものである。遊走子から発芽後20日目に雄と雌とを分離し， ESI培地で，

高温条件 (14-180C)のもとで培養を統けてきたものである。

実験海水には室蘭港中央埠頭付近とチャラツナイ浜との2地点の表面海水を1970年

10月12日と 11月25日に採水したものを用いた (Fig.1)。両地点の海水をi慮紙でi慮過し

たものとi慮過後オートクレープ処理 (20分)したものを準備し さらに両地点の滅過海水

を等量混合したものとi慮過後オートクレープ処理した両海水を等量混合したもの，都合6

通りの海水を用意した。培養液として栄養源を加えないそのままの上記6通りの海水とそ

水 北海道大学理学部附属海総研究施設{室蘭市母恋南町)

現住所 京都大学農学部水産学教室(京都市左京区北白川追分町)

中村議輝教綴退官記念論文

The Bull巴tinof Japanese Society of Phycology， Vol. XXI No. 1， 18.-23， Apr. 
1973. 



中原: 汚濁海水がマコンプに及ぼす影響

れらに栄養源ESI原i伐を海水100

mtあたり 21111]合加えた泌水

¥ESI借地)の計 12通りを胤いた。

培養器 (2∞mt腰高シャーレ)iニ

l∞~おO細胞の大きさ iニ株分け
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株を取り出し，雌配偶体上に生じ

ている未発芽の卵と，死滅した卵

IE1，異常形態の胞子体 (ab-S)，正
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胞子体の生長についての実験

Fig. 1. Map of Muroran showing locations 
where sea water was collected (x). 
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l主雌と雄の配!肉体を一諸;こして， チャラツナイ海水を用いて作った ESI培地で 1ぴC，14 

時間!照明のもとで20日間培養しそニに形成されたt訂正等しい大きさの胞子体(体長約

0.5mm)を用いておニなった。胞-f体も 200mt腰高シャーレiこ植えつけ 10.C，14時間

照明のもとで上記12通りの崎地で培養をおニなL、， 1カ月後にそれらの体長ならびに体の

耐を測定した。ニの際1個のシャーレに6個体ずつ!i([えつけ 1種類の培養液について3

個のシャーレでi符援をおこなった。

結果

配偶体の成熟ならびに卵細胞からの胞子体形成tニ対する室蘭港海水とチャラツナイ海

水ならびに両者を等量混合した海水にそれぞれ ESI原液を加えたものの影響を Table1 

i二示した。室蘭港海水はi慮過後直ちに用いた場合も，オートクレープ処理後用いた場合も

共に成熟(卵細胞形成)lこは影響は認められt:cかった。しかし卵細胞からの正常な胞子体

形成が阻害される傾向が認められた。室蘭港とチャラツナイ両地点の海水を等量混合した

場合における正常な胞子体の発芽率は雨海水単独の場合に見られた発芽率のほぼ中聞に近

い伽iを示Lt:ニ。さらiニ宝I痛港海水，チャラツナイ海水ともi磁過後直ちに用いたものはオー

トクレープ処理をおこなったものに比べて配偶体の成熟 (M%)は少しよかったが，卵細

胞からの正常化胞子体の出現 (n-S%lは逆にかなり低い割合を示した。

ESI原液を加えなかった場合は，どちらの地点の海水で培養をおこなっても配偶体の

生長，成熟は起らず，約 15rJ 後には由化Lて死滅Ltニ。

つぎに胞子体の生長i二対 tる影響を 1、able2 iJ:らびに Fig.4，5に示した。胞子体の

生長:1同一シャーレ中にf乱、てもかなり個体差が認められた。しかし:全個体の平均体長に

ついてみると.定日向港のiIIi.水を用いた場合:1約lOmmであり，チャラツナイ海水を用い

た場合は約 22mmで，室蘭港の海水はJI包刊本の生長をかなり阻害しているのが認められ
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Table 1. Maturation of female gametophyte and development 
of eggs in L. japollica， cultured in ESI medium made 
of sea water from Muroran Harbour and Charatsunai 

and equal mixture of each sea water. 

-111云 1ab・S1凶 iι切1M% 
Sea water from Filtered 1 1 11 1 472 1 
Muroran Harbour 

Auto仇 dl371201胤 1177 Iω1 1 91.4 

Sea water from Filtered 2 1ぉ|幼5I 379 I 61.2 I蜘
Charatsunai 

Autoclaved 1 32 1 41 1 131 |田11 76.9 1制

Equal mixture of Filtered 1 1邸 138;-T 330__1 42.5 l::: 
each sea water 

Autoclaved Iぉ120 1 お7 い~竺|竺
1; Number of immature branches of female gametophyte. E; Number of 

ungerminated eggs. ab-S; Number of abnormal sporophytes. n-S; Number 
of normal sporophytes. n-S%; Percentage of normal sporophytes (n-S/E+ 

ab-S+n・S). M%; Percentage of mature branches (E+an-S+n-S/I+E+ab-S+ 
n・S).
Measurments were made 20 days after the start of the experiment. 

Table 2. Length and breadth of blades of one-month old spo・
rophytes of L. japonica cultured in ESI medium made 
of sea water from Muroran Harbour and Charatsunai 

and equal mixture of each sea water. 

L叫 (mm) Breac川 nm)

Sea water from Filtered 9.4 4.0 
Muroran Harbour Autoclaved 10.1 4.9 

Sea water from Filtered 22.0 7.0 
Charatsunai Autoclaved 22.6 6.4 

Equal mixture of Filtered 10.3 3.8 
each sea water Autoclaved 11.8 4.1 
Each value is the average of 18 individuals from 3 culture vessels. 
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Fig. 2. Abnormal sporophytes and clcgeneratecl eggs Oll a female 

gametophyte of L. jaρollica clIllurecl at lOoC in a 14-111' pho・
loperiod in ESI mcdillm macle of iilterecl sea water from 

Muroran [-IarbollL Photographed 20 c1ays ai'ter tγansfer from 
140C in a 14-hr pholopcriod. X 100. 

Fig. 3. Normal sporophyles on a female gamet口phyteof L. jaρ0711Ca 
じ1I1turedat lOoC in a 14-hr photoperiod in Esr medillm made 

of alltoclaved sen walcr froIl1 CharatslInai. Photographed 20 

day行 a[tertransfer from 1'loC in a 14・hrphotoperiod， X 100. 

Fig. 4. One-mol1lh old clIltllres of yOllng sporophytes of L. ia.ρOlllca 
grown at lOoC in a 14-hr photoperiod in EST m巴dillIl1made 

of filtered sea water from MlIroran Harbllr， X 2β 

Fig. 5. One-Il1onth olcl clIltllres of young sporophytes of L. japonica 
grown at lOoC in a 14-hr photoperiocl in ESI meclium made 

of alltoclaved sea water from Charatsllnai， X 2/5 
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た。この場合には海水をi慮過後直ちに用いた場合とオートクレープ処理後用いた場合との

間にほとんど差異は認められ}なかった。また両地点の治対立を等量混合したものをf用いた場

合には，室蘭港海水だけの場合とほぼ同じ程度の生長しか示さなかった。なお ESI1.京液

を加えなかった場合はどちらの地点の海水でj常務をおこなってもほとんど生長せず，約15

日後には自化して死滅した。

考察および結論

コンプ科植物の成熟，卵発生，胞子体の生長に関しての種々の海水の影響，栄養要求

性ならびに各種化学物質の影響等を調べた報告は少なく6-8)どのような物質がそれらの生

活環の各相に必要であるか，また阻害するかについてはほとんど明らかにされていない。

しかし最近コンブ科植物においても無菌培養が可能となり 9)重金属，塩類，その他様々の

物質の影響を調べることが可能となりつつある。

本実験は単藻培養でおこない，無菌的に扱ったものではなく，また実験に用いた海水の

分析もおこなっていない。 しかし室蘭港内の海水の過マンガン酸カリ消費量は 1968年10

月の調査でさえも平均約7ppmを示し，その後さらに上昇している傾向が見られ5)，年々

汚濁が進んでいると考えられる。このような室蘭港の海水は正常な卵発生ならびに胞子体

の生長に対して阻害作用を示すことが認められた。このような阻害作用は塩分濃度の変化

によっても起こることが知られている叩)。しかし本実験に用いた室蘭港海水の採水地点

は下回・石丸の調査3)の採水地点 (27')に近く，彼等の報告ならびtこ著者の用いた室蘭港

海水の溶解性蒸発残澄 (35g/めから推定すると嵐分濃度，主イオン等は外湾の海水とそう

異なったものではないと考えられる。

室蘭港ならびにチャラツナイ海水をオートクレープ処理することにより卵細胞の正常

な胞子体への発芽率が上昇するのは海水中に含まれているある種の阻害成分がその処理に

より変化したためであるのかもしれない。しかし胞子体の生長に対しては滅過海水とオー

トクレープ処理海水との聞において両地点の海水ともほとんど差異は認められなかった。

また室蘭港海水とチャラツナイ浜海水を等量混合したものを用いた場合には正常な卵発生

の割合は両海水単独の場合の中間に近い価を示し，かつ胞子体の生長は室蘭港海水だけの

場合とほとんど差異が認められなかった。このように生活環の各相において阻害の受けーか

たに差異が認められた。

栄養源 ESI原液を加えた場合のみ成熟ならびに生長がおζ り，加えない場合にはす

べての場合生長せず，かつ死滅することからみて室蘭港の海水がある稀の栄養源の淡度が

高すぎて阻害を起こしているものであるとは考えられない。

以上のことから，種々の海水の影響に対する生活環の各相における反応を量的に現わ

すことができるので7'コンプは海水汚i埼の判定の試験生物として有効であると考えら

れる。
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Summary 

The effect of polluted sea water on the development and growth of Lami-

lIaria ja仰 lIimwas studicd in culture. The sea waler from Muroran Harbour 

inhibited the de¥'dopment of eggs inlo normal sporophytes and also inhibited 

the growth of young spoTophytes. Thc inhibition of cgg tlevelopment was con-

siderably alleviated by thc atldition of an equal volume of non-pol1uted sea walcr. 

but the inhibition of sporophyte growth was not. This species may bc uscful 

for assaying the pollution of sea water， since it can be easily cultureo ano its 

response to pollutants may be assessed quantitatively. 
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